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１．HTVの概要
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HTVシステムの目的

• HTV(H-II Transfer Vehicle)はH-IIBロケットにより打ち上げられ、
国際宇宙ステーション（ISS：International Space Station)に、
最大６トンの物資を補給する。

⁻ 輸送される物資は、与圧キャリア内に搭載されるISS船内向け補給品（内

部補給品：衣類、食料、水、実験装置、システム補用品など）と、非与圧
キャリアの曝露パレットに搭載されるISS船外向け補給品（外部補給品：
システム補用品、曝露実験装置など）がある。

• なお、ISSへの物資補給後、ISSの不要品を最大６トン搭載して
ISSを離脱し、HTV本体ともどもその大部分が大気圏で燃焼す
るように大気圏に再突入して南太平洋に廃棄する
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ハードウエア構成 7号機から変更なし
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補給物資例(HTV8の場合)

細胞培養装置
追加実験エリア
CBEF-L
(JAXA)

SOLISS
(軌道上実証
光通信装置)
(SONY/JAXA)

Nitrogen/
Oxygen 
Recharge
system
(NASA)

WSS
Tank
(水タンク)
(NASA)
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(約3.5トン)

(約1.9トン)

※ HTVに搭載される全ての補給品は、各宇宙機関がISSの
安全要求をもとに評価され、HTVに影響を与えるような水漏
れやガス発生などが起きないように対策がとられている。



２．HTV運用概要

7



運用概要図
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※

※HTV8号機では小型回収カプセルの放出はない。



安全評価の対象
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係留※に係る安全対策の評価

※：係留フェーズ(P.14～15)は、ISS結合機構の結合(P.13)からISS結合機構の分離(P.16)まで



打上げフェーズ

• H-IIBロケットはHTVを搭載し、種子島宇宙センターから打ち上
げられる。ISSとのランデブーのため、ISS軌道面が種子島宇宙
センタ上空にあるときに発射され、軌道傾斜角51.6度、軌道高
度200km-300kmの楕円軌道にHTVを投入する。

• ロケットは、以下のように順次燃焼分離を行い、HTVを所定軌
道へ投入する。

₋ 固体ロケットブースタを打上げ約２分後に分離。

₋ フェアリングを約４分後に分離。

₋ 約６分後に第１段主エンジンの燃焼を停止／分離。

₋ その後第２段エンジンを燃焼させ、打上げ約15分後に所定の軌道に
HTVを分離投入。
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7号機から変更なし



ランデブ／近傍運用フェーズ 7号機から変更なし
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近傍運用フェーズ（キャプチャーフェーズ）
7号機から変更なし
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近傍運用フェーズ(キャプチャーフェーズ)
7号機から変更なし
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係留フェーズ(ソフトバッグ類移送)
7号機から変更なし※
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※但しソフトバッグ類の数量や搭載コンフィグレーションは異なる。



係留フェーズ(曝露パレット運用)
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• 係留した後に、ISSのロボットアームによって、HTVから
曝露パレットを取り出す。

• NASAバッテリを搭載した曝露パレットはISSのトラス上

へ移設され、搭乗員が船外活動を行うことによりバッテリ
交換を行う。

• 古くなったバッテリは曝露パレットに搭載され、HTV再突
入とともに廃棄もしくはISSから直接投棄される。

• 8号機では7号機で輸送した曝露パレットを搭載し
てHTV再突入とともに廃棄する。



離脱フェーズ 7号機から変更なし

16



再突入フェーズ 7号機から変更なし
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再突入フェーズ（参考）
(再突入マヌーバと落下領域)
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・ HTVの再突入経路は最終的にISSから離脱する際の条件（機体質量、推力及び離脱時のISS高度
等）および軌道離脱マヌーバ実施までの軌道予測誤差等を踏まえて、再突入軌道が着水予定区
域の経度幅の範囲に入るように計画する。



３．HTV7号機からHTV8号機の
機体コンフィグレーション主要変更点
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HTV7号機からHTV8号機の
機体コンフィグレーション主要変更点

【推進モジュール】

（変更点：12） 圧力センサの設計変更

（変更点：13） 推進薬遮断弁のスイッチ
接点材料変更

GPS: Global Positioning System

【非与圧キャリア】

（変更点：８） 分離機構の国産化

（変更点：９） 艤装品の変更

【曝露パレット】

（変更点：10） カメラの変更

(変更点:11) HTV7用曝露パレットをHTV8で廃棄

【電気モジュール】

（変更点：６） 姿勢センサの変更
（変更点：７） GPS/慣性航法システ
ム設計変更

【与圧キャリア】

（変更点：２）与圧部ヒータ削減、120Vヒータ制御部削減

（変更点：３）ラック/キャビン間の遮蔽幕削除

【HTV補給ラック】

（変更点：４）HTV補給ラックのハンドレール取付位置変更

（変更点：５）HTV補給ラックTYPE6の新規開発

【フライトセグメント全般】

（変更点：１）質量特性の変更
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